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研究成果の概要（和文）： 班員からの依頼を受け、網羅的な遺伝子発現解析を行い、そのデー

タを提供することによる支援をおこなった（のべ 39研究室・計 143件）。これらの解析から、

ペプチドと植物ホルモンとのシグナル伝達のクロストークの発見をはじめとする、植物メリス

テム研究に寄与する数多くの成果が挙がった。また、BiFCベクターの配布と共焦点レーザー顕

微鏡によるイメージング解析支援（15 研究室・計 15 件）により、メリステム機能に関わる重

要な制御蛋白質間の植物細胞内における相互作用が明らかになり、植物メリステム研究に寄与

する成果に結びついた。 

 

研究成果の概要（英文）： Arabidopsis microarray analysis was performed in Fukuda Lab upon request 

from project members (total of 143 analyses from 39 laboratories). Based on these support, novel 

findings were obtained to advance our understanding of plant meristems, such as cross-talk of signaling 

pathways of peptide and plant hormones. Support for imaging by confocal laser scanning microscope 

and provision of BiFC vectors (15 request from 15 laboratories) resulted in important demonstration in 

planta of protein-protein interaction between key regulators of plant meristem function. 
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１．研究開始当初の背景 

 植物の発生研究は、代表的な発生過程や形
態形成に関わる多くの遺伝子が単離される

とともに、遺伝子発現の網羅的解析も進めら
れている。また、多数の低分子 RNA の関与
が明らかになるとともに、DNAメチル化など
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によるエピジェネティックな制御が、植物固
有の様式で重要な役割を果たすことが示さ
れている。研究開始当初の時点で、今後の研
究においては、（１）ゲノム全体にわたって
遺伝情報・エピジェネティックな情報を取得
し、メリステム形成・維持における役割を解
析すること、また、（２）個々の遺伝子の機
能解析においても、それぞれがコードするタ
ンパク質の組織・細胞内における機能を動的
に解析すること、の２つが必要不可欠となる
ことが想定された。 
 

２．研究の目的 

 上述の背景を踏まえ、本支援研究において
は、シロイヌナズナのタイリングアレイを利
用して、低分子 RNA の発現、および
chip-on-chip によるゲノムの化学修飾を網羅
的に解析する方法を確立し、この技術を計画
研究・公募研究の班員に提供することを目的
とした。これにより、ゲノム発現データの蓄
積されることを目指すことにした。また、タ
ンパク質の組織内・細胞内局在の解析の技術
情報や、植物細胞内におけるタンパク質間相
互作用解析のためのベクター、茎頂メリステ
ムの細胞動態を解析するための材料などを
整備し、計画研究・公募研究の班員に提供す
るとともに、必要な班員には設備利用の便を
図ることも目的とした。さらに、先端的な研
究を進める班員や領域外の研究者から広く
情報を収集し、技術交流などを通して本特定
領域研究全体でそれを共有する体制を構築
することも目指した。 
 

３．研究の方法 

 網羅的な遺伝子発現解析に関しては、 

・シロイヌナズナ 26K-DNAチップ 

・シロイヌナズナ 23K-DNAチップ 

・ヒャクニチソウ DNAチップ 

・シロイヌナズナタイリングアレイ 

を用いて、解析支援をおこなった。 

班員にウェブサイトから支援申し込みをし
てもらった上で、あらかじめ設定した基準の
質の RNA 試料を東京大学・福田研究室に送
付してもらい、アレイデータを返送した。 

 Bi-molecular Fluorescent Complementation

（BiFC, split YFP）に関しては、YFP タンパ
ク質の N末断片（nYFP）と C末側断片（cYFP）
のそれぞれの N末側と C末側とに、相互作用
を調べたいタンパク質をクローニングし、計
８通りの組み合わせすべてを検討できるベ
クター・セットを作製した。ポジティヴ・コ
ントロールとして、核における FT タンパク
質と FD タンパク質の相互作用を可視化でき
る１組２種のプラスミドを用意した。 

 共焦点レーザー顕微鏡によるイメージン
グ解析支援は、顕微鏡を設置している京都大
学・荒木研究室に出向いてもらうことでおこ

なった。 

 
４．研究成果 
 初年度（2007年度）に班員に対する支援体
制の整備をおこない、公募研究の班員が加わ
った二年度目（2008年度）から、支援業務を
開始した。 

 網羅的な遺伝子発現解析に関しては、のべ
39 研究室・計 143件の解析をおこない、これ
らの解析から、 
・ 特殊な発生過程で働く新規遺伝子の発
見 

・ ペプチドと植物ホルモンとのシグナル
伝達のクロストークの発見 

・ ペプチドのターゲット遺伝子の発見 

・ エピジェネティクスに関与する遺伝子
の発見 

・ メリステム関連遺伝子の発現プロファ
イルの取得 

・ 側根形成を支配する遺伝子の発現パタ
ーンの解明 

・ WOX4下流遺伝子の同定 

・ 篩部関連遺伝子の同定 

・ 新規オーキシン関連遺伝子の同定 

・ 膜交通関連遺伝子の発現プロファイル
の取得 

・ 側根形成を支配する遺伝子の発現パタ
ーンの解明 

・ 維管束転写因子の下流遺伝子発現のプ
ロファイル取得 

・ 感染におけるシグナル遺伝子の同定、ペ
プチド誘導性遺伝子の発見 

など、植物メリステム研究に寄与する数多
くの成果があがった。 

 また、BiFC (split YFP) 法による植物細胞内
におけるタンパク質間相互作用解析のため
のベクター・セットを作成し、2009年 1月か
らこれまでに、要請があった 14 研究室に提
供し、技術的な支援もおこなった。蛍光タン
パク質の細胞内局在のイメージングに関す
る共焦点レーザー走査顕微鏡を用いた技術
支援を 2 研究室のべ 4 件おこなった。これら
の支援により、フロリゲン FT タンパク質と
側芽メリステムの鍵制御因子 BRC1タンパク
質の相互作用など、メリステム機能に関わる
重要な制御蛋白質間の植物細胞内における
相互作用が明らかになり、植物メリステム研
究に寄与する成果に結びついた。これらと合
わせて、タンパク質の細胞内動態を可視化す
るための新規の蛍光タグのうち、タンパク質
の機能や輸送を阻害しにくいと予想される
小分子のタグとして、テトラシステインタグ
や iLOV と phiLOV の有用性を検討し、
phiLOV に関して、利用可能という見通しを
得た。 

 

 支援事業の一環として、連携研究者（奈良



 

 

先端科学技術大学院大学・島本 功教授）が
オーガナイザーとなり、以下のテクニカル・
ワークショップ（奈良先端大との共催）をお
こない、班員を含む多くの参加者を得て、先
端的なイメージング技術やプロテオミクス
技術の紹介と交流を図った。 

 

2008年 11月「視る生物学３」 

2009年 11月「視る生物学４」 

2010年 11月「視る生物学５」 

（以上、奈良先端大・植物支援事業との共催） 

2011 年 11 月「プロテオミクスを生命科学に
活かす１０の方法」 

（以上、奈良先端大・植物科学グローバルト
ップ教育推進プログラムとの共催） 

 
 最終年度には、同じく奈良先端大・植物科
学グローバルトップ教育推進プログラムと
の共催により、 
シンポジウム「明日の植物科学を探る -ゲノ

ムから細胞機能の統合を目指して-」 
（2012年 11月） 

を開催し、班員を含む参加者が、植物科学の
今後の方向性について議論を深める場を持
った。 
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